
基本目標４  （数値目標と施策体系） 資料３

基本目標４ 安心な暮らしをつくる
地域で安心して暮らせるよう、地域包括ケアシステムの構築や介護サービスなど福祉サービスの充実を図る

とともに、将来人口を見据えた地域の医療サービスの充実を図ります。

地域における人と人のつながりを大切にし、互いに助け合う気運を醸成するため、町内会の加入促進などに

より、地域コミュニティの強化を図ります。

地震や津波など様々な自然災害などに対応し、安心して暮らせるまちづくりを進めるため、防災意識の向上

や各種の防災対策の充実を図るとともに、防犯や交通安全による地域の安全性の向上を目指します。

数値目標

施策の体系

④ 地域コミュニティの強化

⑤ 防災・防犯など暮らしの安全・安心確保対策等の充実

① 地域生活を支える福祉支援対策

② 医療・保健・福祉サービスの充実

③ 安心な暮らしを守る人材づくり

関連統計

基本目標４

安心な暮らしをつくる



基本目標ごとのKPIについて 資料４

【基本目標４】安心な暮らしをつくる

イ　生活困窮者等への就労支援の充実

ア　地域包括ケアシステムなどの高齢者を支える仕組みづくり ア　地域包括ケアシステムなどの高齢者を支える仕組みづくり

②医療・保健・福祉サービスの充実

増要因 介護予防事業所の殆どが総合事業を実施

―

減要因 ―

減要因 ― 減要因 ―

①地域生活を支える福祉支援対策

障がい者雇用率達成企業の割合（対象企業：50人以上） 就労支援プログラムに参加し、就労開始した人数

増要因 ― 増要因 就労支援コーナーの利用促進による

減要因
達成企業、雇用障がい者数、実雇用率は、前年を上回る数値
であるものの、雇用労働者数が増加(前年対比2,245人増)とと
もに対象となる50人以上の企業数(対前年比20社増)も増加と
なり、達成企業の割合として、減となった。

減要因 ―

イ　生活困窮者等への就労支援の充実ア　障がい者への就労支援の充実

「医療・介護連携ｼｰﾄ」等を利用する医療機関数
新しい総合事業に係る訪問型・通所型サービス

（現行相当及び緩和基準によるサービス）提供事業所数

就労支援等に参加し、就労開始又は増収となった人数

増要因

増要因
Ｈ29.5月下旬より運用を開始。今後医療機関数
は増加していく見込み
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基本目標ごとのKPIについて 資料４

【基本目標４】安心な暮らしをつくる

減要因 ― 減要因
H28年度に10床増床、待機者数前年度比減と
なったため

イ　医療体制の整備 イ　医療体制の整備

オ　高齢者が元気なまちづくり カ　障がい者等の地域生活を支える仕組みづくり

ウ　働く世代の健康を支える環境整備 エ　介護サービス基盤整備の促進

時間帯、居住地区に制限なく医療を受けられる体制

減要因 台風により敬老大会を中止したため 減要因
地域定着支援の報酬等の課題から事業所の整備が進
まないことや、当該事業を担う専門職の不足による

若者健診受診者数
特別養護老人ホーム定員数に対する

在宅重度の待機者数の割合

増要因
定員の増員と口コミでの受診者の増加が要因と
考えられる 増要因 ―

交流イベントの開催回数 地域定着支援利用者数

増要因 ― 増要因 ―

増要因
院内の患者満足度を高めるための取り組みによ
る成果 増要因 ―

減要因 ― 減要因 ―

患者満足度（市立釧路総合病院）
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基本目標ごとのKPIについて 資料４

【基本目標４】安心な暮らしをつくる

④地域コミュニティの強化

市連合町内会を通した町内会加入申込件数

増要因
新たに建設された公営住宅を、加入に結びつけたこ
とが、増加の主な要因である

ア　地域コミュニティの強化

減要因 ―

減要因
中途離職者などにより、15事業所中11事業所
（11人）資格取得 減要因 ―

③安心な暮らしを守る人材づくり

事業参加者の資格取得者数の割合 人口10万対医療従事者数

増要因 ― 増要因 ―

ア　介護人材の確保 イ　医療従事者の確保

増要因 平成26年度より、総合支援コーディネーター業務を実施、事
業の浸透に伴い、地域の当該業務に係るニーズの増加による 増要因 市民後見人養成講座実施による登録者の増加

減要因 ― 減要因 ―

総合支援コーディネーター支援件数 市民後見人バンク登録者数

カ　障がい者等の地域生活を支える仕組みづくり カ　障がい者等の地域生活を支える仕組みづくり
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基本目標ごとのKPIについて 資料４

【基本目標４】安心な暮らしをつくる

机上訓練の実施または参加

⑤防災・防犯など暮らしの安全・安心確保対策等の充実

増要因 ―

増要因
市内を6地区に分け、毎年4～6校で作成してい
る

減要因 ― 減要因 ―

減要因 ―

ア　防災体制の強化 ア　防災体制の強化

イ　地域を守る安全対策の強化 イ　地域を守る安全対策の強化

ウ　防疫、健康危機管理体制の整備

交通安全教室への高齢者参加数 マップ作成小学校数

増要因
これまで、教室依頼があった団体のみの対応であったが、２
８年度は高齢者が関係する行事等の情報を収集し、働きかけ
たことが、増加の要因である

減要因 ― 減要因
H28年は、台風の影響により、防災総合訓練(参集想定約
1,000人）、阿寒地区訓練(参集想定約300人）、音別地区訓
練(参集想定約300人）を中止し、津波避難訓練(愛国東・美
原・文苑・芦野地区）のみの実施となったため。

「災害の怖さや生命を守ることの
大切さについて理解できた」子どもの割合

災害ハザードマップを活用した
各種防災訓練への参加者数

増要因
これまでの防災教育のノウハウが学校現場に浸透するととも
に、関係機関の協力が円滑に進められたため 増要因 ―

15


